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tティツク目の価格をP(i),重みつき移動平均 P(i)を

n
ji(i)-∑wiP(ト i･dt)円こil

(=

とする･di(∈N)は何ティツク毎のデータを用いるかという時間スケールの大きさを表す･重み

wi(∈R)は皇 wt-1を満たし,かつ,∑ (P(tト P(i))が最小になるように決めるものとす
E)室il hj

る.このとき,Lagrallgeの未定乗数法により,βをある定数として wiは
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の解で与えられる.wiの分布から価格変動の性質を調べることができる.価格変動が Randoln

walkで記述されるとき,wl-1,W2-W3- -･-Wn-0となることが示される.

1999年 1月4日～3月 12日の円ドルレー トのティツクデータについて,wiの分布を求めた結果

を下図に示す(n-15).dtが小さいときはRalldoITIWalkとは顕著に違う性質が見られ,dlが大

きくなるとRalldolnWalkの場合と同じになる.よって,数分以下程度の時間スケールでは価格

変動はRalldolnWalkからずれている.また,dt-1

のとき･u)iはiが大きくなるにつれ指数関数的に減

衰するような分布になっていて,2分間程度の移動

平均が最適になる.これは為替ディーラーはこのよぎ 0･4

うな重みつけで過去2分間程度の取引データを見て

売買を行なっていることを示唆している.
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